
意見書（抜粋）
　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちへの教育は極めて重要です。子どもや若者
の学びを切れ目なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業の拡大につなげる必要があります。
　よって、政府におかれましては2020年度の予算編成に当たり、次の事項について実施されます
よう要望します。

記

1．�少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、ＯＥＣＤ諸国並みのゆたかな教育環境を整備す
るため、30人以下学級とすること。

２．�教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国負
担割合を２分の1に復元すること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　令和元年９月27日
� 大　竹　市　議　会

（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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直
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採
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介
が
必
要
で
す
。
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す
。
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の
後
、
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会
議
で
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議
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択
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決
め
ら
れ
ま
す
。

　

委
員
会
で
審
査
さ
れ
な
い
陳
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書
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
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議
員
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写
し
を

配
布
し
ま
す
。
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書
き
方　

�

※
陳
情
書
の
場
合
、
紹
介
議
員
の
欄
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

③ 
提
出
先　

　
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
、
お
電
話
で
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
☎
５
９
‐
２
１
８
３
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詳
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は
市
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ー
ム
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務
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い
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を
ご
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く
だ
さ
い
。
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